鳥獣戯画を読む　③　　　　　　（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　）

〇　論の展開めあて　

絵などの資料の使い方、歴史の説明
➡（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
漫画やアニメを話題に挙げている
➡（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
〇　表現の工夫
はっけよい、のこった。
➡（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
すかさず兎は足をからめて返し技。
その名はなんと、かわず掛け。
➡（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
〇　絵の示し方めあて　文章を読んで、資料を用いる良さを考えよう

つながっている絵を分けている
➡（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
一度出した絵をつなげて再び出している
➡（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
〇　まとめめあて　文章を読んで、資料を用いる良さを考えよう


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
振り返り (ふりかえり)　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


鳥獣戯画を読む　③　　　　　　（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　）

〇　論の展開めあて　筆者は読者に考えを伝えるためにどのような工夫をしているのだろう。

絵などの資料の使い方、歴史の説明
➡（事実をきちんと説明）
漫画やアニメを話題に挙げている
➡（身近に感じやすい）
〇　表現の工夫
はっけよい、のこった。
➡（実況中継のよう）
すかさず兎は足をからめて返し技。
その名はなんと、かわず掛け。
➡（文末の工夫「体言止め」　臨場感がある。）
〇　絵の示し方めあて　文章を読んで、資料を用いる良さを考えよう

つながっている絵を分けている
➡（パラパラ漫画みたい。絵巻物の特徴を表している。）
一度出した絵をつなげて再び出している
➡（時間の流れが分かる）
〇　まとめめあて　文章を読んで、資料を用いる良さを考えよう

・読者を引きこんでいる。
・身近な話題をイメージしやすい
振り返り (ふりかえり)　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


